
　

上
岩
田
の
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所「
ろ
ー

ど
」で
育
て
た
黒
キ
ビ
が
、
小
郡
の
ド
ラ
イ
フ
ラ

ワ
ー
専
門
店「
も
り
た
ば
」で
花
束
に
採
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
「
ろ
ー
ど
」は
、
平
成
27
年
か
ら
農
業
に
参
入

し
、
合
計
１
０
０
ａ
の
圃
場
で
主
に
ニ
ラ
を
生

産
。
約
20
人
の
障
が
い
者（
利
用
者
）が
働
い
て

い
ま
す
。「
ろ
ー
ど
」の
管
理
者
・
栁
瀬
正
さ
ん

は「
陽
を
浴
び
て
自
然
と
向
き
合
う
作
業
は
、
利

用
者
の
特
性
に
も
合
っ
て
い
る
」と
話
し
ま
す
。

　

一
方「
も
り
た
ば
」は
、
平
成
30
年
に
開
業
し

た
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
専
門
店
。
年
間
千
種
類
の

花
を
扱
い
、
県
外
の
フ
ァ
ン
も
獲
得
し
て
い
ま

す
。

　
「
ろ
ー
ど
」と「
も
り
た
ば
」の
交
流
が
始
ま
っ

た
き
っ
か
け
は
、「
ろ
ー
ど
」の
関
連
事
業
所
が

生
産
し
た
お
菓
子
を「
も
り
た
ば
」で
店
頭
販
売

し
た
こ
と
で
し
た
。
そ
し
て
、
今
年
の
春
に「
も

り
た
ば
」が「
ろ
ー
ど
」に
黒
キ
ビ
の
生
産
を
依
頼
。

春
に
種
を
ま
き
、
草
刈
り
や
水
や
り
を
欠
か
さ

ず
心
を
込
め
て
育
て
、
８
月
に
黒
キ
ビ
30
本
を

初
出
荷
し
ま
し
た
。

　
「
も
り
た
ば
」の
店
主
・
丸
山
さ
ん
は
、
や
や

地
味
な
見
た
目
の
黒
キ
ビ
に
つ
い
て「
花
束
の
印

象
を
引
き
締
め
る
名
脇
役
」と
評
し
、「
生
産
し

た
人
の
思
い
は
花
に
も
表
れ
て
い
ま
す
」と
も
。

黒
き
び
を
使
っ
た
花
束
は
秋

の
終
わ
り
ご
ろ
ま
で
店
頭
で

販
売
さ
れ
ま
す
。
来
年
は
今

年
の
５
倍
の
黒
キ
ビ
を
注
文

す
る
と
の
こ
と
。
花
の
地
産

地
消
が
ま
ち
お
こ
し
の
ヒ
ン

ト
に
な
り
そ
う
で
す
。

地域おこし協力隊の日々の活動記録。

花
の
地
産
地
消
、
心
を
込
め
て
育
て
た
黒
キ
ビ

ろーどの栁瀬正さん
（左）、もりたばの丸
山美枝さん（右）
黒キビと一緒に。

幻の青大豆と言わ
れる「キヨミドリ」
を使った豆腐やス
イーツの試作品。
どれも豆の風味が
豊かで爽やかな口
当たり。

コロナ禍で疲弊す
る花農家をサポー
トしようと、JAみ
いは管内で採れた
切り花を商工会所
属の市内生花店３
店に卸しています。

三井高校家庭クラ
ブが地元産の枝豆
や米粉を使用した
ピザなどを試作し
ました。全国高校
生料理コンクール
にエントリーする
そうです！

生産者直売所「宝
満の市」で毎月11
日と25日に「ほう
まん便り」を発行
しています。ほ～
とまんぞくするよ
うな情報をお届け
します。

大板井の家庭菜園
でサトイモの花が
咲きました。開花
は珍しく、連日の
猛暑が幸いして花
開いたとのこと。
花言葉は「無垢の
喜び」。

生産者直売所「宝
満の市」で、荒巻
養蜂場の自家製ハ
チミツをブレンド
した「ハニー＆オ
ニオンドレッシン
グ」が販売されて
います。

畑で農作業をする利用者
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小郡市地域おこし協力隊
による活動報告コラム。

諸岡佳紀（もろおか よしき ）
1984年、佐賀県生まれ。京都の大学を卒
業後、金融業界、新聞社で10年間勤務。
小郡市に住む友人の影響で、まちの魅力
を身近に感じ、地域おこし協力隊に興味
を抱く。35歳の節目に一念発起で応募。

市産の農作物を、
多くの消費者へ

小郡市地域おこし協力隊
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